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【８月】 

１７日（木） 二学期始業式 

２２日（火） 芸術鑑賞会（劇団風の子） 

２３日（水） 移動理科教室 

２５日（金） 中学部：校外学習 

２９日（火） 小学部：夏祭り 

【10月】 

 ２日（月） 高等部：後期職場実習（～20日） 

 ４日（水） 中学部：見学旅行（～６日） 

 ６日（金） 小学部：社会見学 

１３日（金） 小学部：うどん作り交流 

１６日（月） 中学部：社会体験学習（～20日） 

２５日（水） 寄宿舎：ライオンズ交流 

３１日（火） 小学部：ハロウィン 

８月、９月、10月の行事予定 

【９月】 

 ２日（土） 参観日 

７日（水） 小学部：宿泊学習（～８日） 

１２日（火） 高等部：見学旅行（～15日） 

１３日（水） 小学部：声問小交流 

１５日（金） 高等部：大谷高校マラソン交流 

２０日（水） 小学部：増幌小交流 

２１日（木） 避難訓練②（地震） 

２５日（月） 学校公開（～29日） 

２６日（火） 一日防災学校 

２７日（水） 寄宿舎：ごみ拾い② 

新型コロナウイルス感染症の対応等によって、 

上記の行事について延期・中止になる可能性があります。 

ご承知おきください。 

息を合わせて！高等部リレー 

 運動会当日は、たくさんの応援をありがとうございました。生徒一人一人のチームの勝利へ向けた熱い

姿をご覧いただけたでしょうか？最初は、ペアでなかなか息が合わず、全員がゴールするまで、時間がか

かっていました。しかし、本番は両チームとも合計タイムが練習より２分～３分ほど速くなり本番の勝負

強さにとても驚きました。結果は紅組の勝利となりましたが、両チームとも素晴らしいチームワークを見

せてくれました。今後も互いに手を取り合い、今後の学校生活を駆け抜けてほしいと願っています。 

（文責：教諭 髙橋 徳樹） 

令和５年度運動会『小学部』 

 小学部では、大玉リレーと玉入れに取り組みました。朝方、集中的に降った雨の影響で徒競走から大玉リレー

に変更となりましたが、子ども達は種目を問わず、笑顔を見せながら、元気に身体を動かし、最後まで頑張って

くれました。 

小学部種目が終わる頃には、晴天でグラウンドも回復しており、１時間ずれていればと後ろ髪を引かれる思い

でした。来年度に期待するしかありません。 

何より子ども達が体調不調や怪我なく、当日を迎え、保護者の皆様に見ていただけたことについては、とても

満足しています。 

一年後に更なる成長をお見せできるよう小学部一同、支援していきます。（文責：教諭 平川亮一） 

気迫にみちた中学部 

中学部の競技は、「応援合戦」と「大玉・小玉リレー」でした。練習の成果を十分に発揮し気迫にみちた

競技になりました。 

 生徒一人一人が自分の役割をしっかり果たした応援合戦。ペアで力を合わせて、チームで息を合わせて

ゴールを目指した大玉・小玉リレー。今年は赤組の勝利でしたが、白組も最後まで諦めないでゴールを目

指し健闘しました。 

 運動会を通して学んだことをこれからの生活や学習に生かしてほしいと思います。当日はたくさんの応

援ありがとうございました。（文責：教諭 北島 美保） 「スマイル！ ～なかまとちからをあわせて げんきにがんばろう！～」 

 タイトルは今年度の運動会スローガンです。児童生徒がスローガン案を考え、高等部生徒会が選んで決めました。 

 今年度の運動会は３年ぶりに全学部が揃って開閉会式を行いました。開会式では、児童生徒の代表が選手宣誓を

行い、どちらの組も元気に頑張ろう！という気持ちが高まりました。 

 小学部種目の大玉転がしでは、力いっぱい玉を転がし、次の走者へバトンタッチをして勝利を目指す姿が輝いて

いました。玉入れでは、平均台を渡った後に玉を投げるなど日々の体育の成果を発揮することができました。 

 中学部種目の応援合戦では、それぞれの生徒が気迫のこもった応援をして士気を高めることができました。また

大玉小玉リレーでは、同じ組の生徒と息を合わせて玉を運んでゴールを目指して走り抜きました。 

 高等部種目は棒とボールを使用したリレーを行い、ペアで息を合わせなければゴールができないため、お互いを

思いやってゴールを目指す姿が見られました。全力疾走をして、ゴールを目指す姿は「さすが高等部」と思わせて

くれました。 

 閉会式では、全学部が揃って総合結果発表を行いました。今年度は、白組が優勝でした。それぞれ、白組の代表

生徒が優勝旗を、紅組の代表生徒が準優勝盾を授与され、みんながスマイルで運動会を終えました。 

 保護者の皆様、たくさんのご協力やご声援をありがとうございました。（文責：教諭 前田 美乃） 


